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第 2 章では，記述的ゲームパフォーマンス分析で，DF-MF 間を利用した攻撃の有効性を検討し，さ
らに，DF-MF 間を利用した攻撃プレーに着目して J リーグとブンデスリーガ間の攻撃様相の比較を行
い，J リーグの攻撃の特徴や課題を明らかにするための研究課題 I について述べている。その結果から， 
DF-MF 間を利用した攻撃の有効性は明らかとなった。また，DF-MF 間を利用した攻撃は得点機会を得
ることや得点に繋がる有効な攻撃であり，JL は BL と比較して攻撃成功率および DF-MF 間を利用した
攻撃の生起率が低いことも明らかとなった。このことから，DF-MF 間を利用した攻撃の生起率を高め，
攻撃成功率をあげることが JL の課題の 1 つであると結論づけている。 
第 3 章では，DF-MF 間を利用した攻撃プレーにおける JL と BL の特徴や違いおよび，得点機会獲得
のための JL の課題を検討することを目的とした研究課題 II について述べている。主な結果として，JL
は DF-MF 間でボールを受ける際，前方 DF のいない状態でボールを受けることでプレー方向「前方」
 
-２ 
の生起率とプレー成功率を高めることが重要であることが推察され，JL は DF-MF 間侵入率と DF-MF
間を利用した攻撃における得点機会の生起率を高める必要があると考えられたと述べている。さらに，
JL は下位が DF-MF 間を利用した際に，前方へのプレーおよびプレー成功率を高めることで得点機会の
生起率を高め，上位との差異をなくすことが課題の一つであると結論づけている。 
第 4 章では，第 2 章の研究課題 I，第 3 章での研究課題 II の結果を総合考察としてまとめたものであ
る。その考察から，JL がレベルアップするための課題と課題解決のための方策として，以下に結論を
示した。 
1. JL は攻撃成功率の低さが課題であると考えられ，この要因として DF-MF 間を利用した攻撃の割
合が低いことが示唆された。 
2. JL は，DF-MF 間に侵入した際の前方へのプレー生起率および，プレー成功率の低いため，DF-MF
間へ侵入することのリスクが高くなり，DF-MF 間侵入率が BL よりも低くなっていると考えられた。




4. JL の下位は上位よりも DF-MF 間を利用した攻撃における得点機会の生起率が低く，JL は試合内
容が拮抗していない可能性が示唆された。 
5. JL の下位は DF-MF 間でボールを受けた際に相手 DF がいないという状況を把握することで，ボ
ールを前方へ進め得点機会の生起率を高めることが重要であると考えられた。 




に相手 DF のマークを外すことが重要となると考えられた。このことにより DF-MF 間でボールを受け
た選手の前方へのプレー生起率およびプレー成功率が高まり，DF-MF 間に侵入するリスクが低減し積
極的に DF-MF 間への侵入を選択できるようになると推察された。さらに，DF-MF 間に侵入するリス
クの低減は DF-MF 間侵入率を高めること，DF-MF 間を利用した攻撃の割合を高めることに繋がり，
攻撃成功率を高めると考えられた。また，JL は下位が上位よりも DF-MF 間を利用した攻撃における得
点機会の生起率が低く，試合が拮抗していないことも課題であることが示唆された。この課題の解決の
ためには，下位が DF-MF 間でボールを受けた際に，攻撃方向からの相手 DF の有無を正確に把握し，









令和 2 年 1 月 28 日，学位論文審査委員会において，審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め，関連事項について質疑応答を行い，最終試験を行った。その結果，審査委員全員が合格と判定した。 
よって，著者は博士（コーチング学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
